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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・石橋 佐太史様～東病棟Aユニット8号室

【転出】
・川村 和様～東病棟合併症室→南病棟B102号室

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～不穏・興奮状態が落ち着いたため時間隔離解除となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入や私物弄り頻回にあり落ち着かない為早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬さややあるが攻撃性・威圧性なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚感ややあるが自制内。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藪　真弓様～身体拘束中。午前、午後2時間ずつの開放観察指示あり。対面時表情冴えないが危険行動等なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様検討＞
・藤井　崇史様～終日隔離継続中。上記記載。

・斎藤　恒男様～不穏興奮なく他者トラブルなく経過している。措置解除に向け関わっていく。

・三浦　華菜様～母親との関係性は良いものではなく、本人の考え方もあり今後の事についての方向性が浮動的である。措置解除に向け関わっていく。

＜入院患者情報＞
　日　　時：令和7年9月27日　10:35
  氏　　名：石橋　佐太史（いしばし　さだし）様
　生年月日：昭和35年10月12日(64)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：今川Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット8号室

　＜経過＞
平成4年末頃より仕事をしなくなり、平成5年9月頃より言動のまとまりのなさ、興奮等
が認められるようになり、岩手県立南光病院へ入院している。退院後は、外来通院を
継続していたが、地元での通院加療を勧められ、当院を紹介され平成8年4月26当院初
診。以後、当院への外来通院・服薬を継続。平成8年7月4日より八戸保健所で実施され
ていたデイケアを利用していたが、平成14年12月同施設の閉所に伴い退所となってい
る。平成31年1月末頃、言動の不自然さや易怒性、粗暴性が目立つようになり、服薬自
己中断。令和１年7月11日、当院へ任意入院。服薬や食事などの固着があり、自分の思
い通りになるまで訴え続けることがあったが、作業療法には拒否なく参加され、夜間
も休めていた。令和2年3月29日、障害者生活訓練施設「青山荘」への入所となり、当
院退院。退院後は当院へ外来通院を行っていた。無断で外出し、雑誌やDVDを購入して
くるなど、施設の規律を守らないことや他利用者様とトラブルとなることがみられて
いた。令和4年8月19日、グループホームココライフへ入居後も継続して当院外来通院
を行っていた。また週5日、B型就労支援事業所 ひかりを利用しており、休まず通うこ
とができ、取り組み姿勢も良好であり、気分面も安定していて、浪費傾向もなく経過
していた。令和7年に入ると施設内で洗面所の使用の仕方で他者と口論となったり、無
断で外に出る事が増え、スタッフの注意にも攻撃的となり、易怒性やスタッフへの高
圧的な態度があることから、施設での対応困難、入院を希望されている。8/30(土)当
院定期受診時、薬剤調整行うが本人が強い拒否をし、自分は施設できちんと守れてい
ると主張。その後さらに易怒性高くなり無断外出等の逸脱的行為も続き、9/23定期訪
問看護も拒否。多弁、施設他患に対して殴りかかろうとする、胸倉を掴もうとするな
どの脅迫行為あり。不穏状態でも自覚がない。本人は病識欠如しており治療の必要性
を全く理解できないため、妹の同意を得て医療保護入院となる。
